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 HH	 発生段階 6 から 8 体節期(HH	 発生段階 9)までの各発生段階で頭側原条に EGFP 遺伝子を導
入した。2.5 日胚に達したところで EGFP の発現を蛍光実体顕微鏡で観察し，標識された最も頭
側の体節番号を記録した。標識する発生段階がより後期になるにつれ，標識体節の頭側の境界は
より尾方のものとなった。すなわち，発生段階が進むにつれ，原条はより尾方の体節を形成する
ことが再確認できた。この結果は以前に行った DiI の標識実験と一致している。	 
	 
どの発生段階で標識しても尾芽まで標識され，二次神経管も標識された	 













生段階	 6 から 8 体節期の各発生段階で逃走原条を標識しその発生を追跡したところ，発生のよ
り後期に標識するとより尾方の体節が標識された点は先行研究と同じであったが，標識細胞が体
節の頭側境界より尾方の全て，さらには尾芽に至るまで確認できた。これは以前の DiI 標識実験
では DiI が細胞分裂により希釈されたため，最後まで追跡できなかったことを示している。さら
に，体節中胚葉と共に二次神経管も標識されたが，これは，今回の標識では体軸幹細胞も標識さ
れたためであると考えられる。	 
 
